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魅力ある学校づくりを目指して 栗山で学び、栗山で輝く 北海道栗山高等学校

町 田 英 謙

大雪の到来 年度末反省会議

２月６日（日）約２０年ぶりの大雪に見舞われ、栗山町 ２月４日（金）、９日（水）の２日間、本校会議室にお
も連日の丁寧な除排雪がおこなわれた綺麗な道路に、再度 いて年度末反省会議が開催されました。
降り積もり、道路と歩道に山なりになった雪景色となりま 令和３年度も残り僅かとなりましたが、次年度の計画を
した。この嵐は、全道的に広がり、札幌でも約２０年ぶり 進めていく上で、各分掌、学年で提案があった内容を確認
の降雪量が１ｍを超え、交通機関は麻痺して、ＪＲや路線 し、学校課題を全体で共有し、次年度の計画段階に取り入
バスが不通となりました。 れていくことを目的としておこなっています。
このような状況の中で、７日（月）の学校を通常でおこ 今年度も安定した学校運営を実践できたことも教職員の

なうか検討しましたが、本校は、約７割が町内生徒である ご協力があってこそであり、前向きな議論が活発におこな
こと。午後に天候が回復していくこと。町内の小中学校が われ、次年度の担当となる分掌・学年より改めて提案され、
通常登校することを考え、臨時休校にはしませんでした。 教育活動の充実を図っていけるよう、心から祈念しており
空知管内の高校では、公共交通機関で登校している生徒 ます。

の割合が多い学校や栗山町のように、道路が整備されてい
ない地域では、生徒の安全性を考慮して臨時休校に踏み切
った学校が多かったようです。 卒業認定会議
本校では、交通機関による登校が困難な生徒に関しては、

出席停止扱いで無理のないよう、学校メールでも送信させ ２月１０日（木）１５：４０、会議室において、卒業認
ていただきましたが、８日になっても回復せず、連日登校 定会議がおこなわれました。
できなかった生徒もいますので、来週の水曜日が実施され 令和３年度の卒業予定者である生徒達は、担任の棚橋先
る後期期末考査の範囲にある学習内容について、各教科で 生、酒井先生、各教科担任の先生方のご尽力により、在籍
学習保証を図るよう、先生方に依頼しました。 している３年生全員の卒業が認定されました。
北海道の冬も残り２ヶ月ほどですが、改めて自然の驚異 ２月２８日（月）の同窓会入会式、卒業式予行と、３月

には、人間の文明がどれだけ発達しても脆いものだと痛感 １日（火）卒業式、高校生活も残すのみとなりました。
しました。 高等学校卒業の資格を取得し、それぞれの進路で活躍し

ていけることを期待しています。

令和４年度出願の状況
後期期末考査

２月始めに、令和４年度入学者選抜出願状況が公表され
ました。 ２月１６日（水）から１８日（金）までの３日間、後期
本校は、募集人員８０名２間口相当でありましたが、２ 期末考査がおこなわれました。

５名の出願となりました。３月３日（木）学力検査、４日 今年度最後の定期考査ですが、生徒達は緊張した面もち
（金）面接選考に向け、受検される生徒の皆さんは、体調 で受験しましたが、個々の実力を最大限発揮し、学力の向
万全にして実力を発揮されますようしております。 上に向けて、日々の研鑽を積んで欲しいと思います。
本校では、現在、感染爆発している新型コロナウィルス

感染症の感染防止対策を徹底して、安心した受検環境を整
え、受検生の皆さんをお待ちしています。 栗山町校長会

２月１０日（木）９：３０、栗山町総合福祉センター「し
栗山町子ども会議 ゃるる」で、栗山町内の校長会がおこなわれました。

本校は、今年度から参加させていただき、義務教育の校
２月８日（火）１５：３０に、栗山町総合福祉センター 長との協議により、本校の教育活動を確認していただき、

「しゃるる」において、令和４年度の栗山町子ども会議が 今後の生徒確保の動きを町内学校がお互い連携していくこ
開催されました。 とが最大の目的です。
本校から生徒会執行部（鈴木零士くん、山口佳鈴さん、

北上麻衣さん）の３名が参加しました。
栗山町内にある北海道介護福祉学校、栗山高等学校、栗 栗山町学校運営協議会・連絡会議

山中学校、栗山小学校、継立小学校、角田小学校、６校の
学校関係に加え、栗山町教育委員会の方々による共通した ２月１７日（木）１８：００より、栗山町総合福祉セン
テーマから意見交換をおこない、方向性を見出していく会 ター「しゃるる」大ホールにおいて、学校運営協議会連絡
議であり、今回のテーマは、「ひろげよう栗っ子の輪～い 会が開催されました。
じめ０！みんな笑顔に！」について考えると言う内容で、 この会は栗山町内にある学校は、運営協議会が設置され
本校の発表は、いじめ防止プロジェクトと言うことで、挨 ており、その各学校の活動報告及び反省、次年度活動計画
拶をすることでコミュニケーションをより活発にする。い について情報交換しました。
じめ撲滅宣言、「コグトレ」を活用した社会性向上トレー 本校の学校運営協議会報告では、今年度に役員改選した
ニングについて説明していました。各団体の代表者から活 人員報告、学校概要の報告、来年度受検者、その他につい
発な意見が発表されました。 て、私の方から説明させていただきました。


